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成
年
男
・女

少
年
女
子
が
本
国
体
ヘ

７
月
２‐
日
（土
）
、
２２
日
（日
）
に

国
体
東
海
プ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、
プ

レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン

（岡
崎
市
）
と

岐
中
市
特
設
山
岳
競
技
場
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

競
技
は
、
１
日
日
の
ボ
ル
グ
リ

ン
グ
競
技
、
２
Ｈ
日
の
リ
ー
ド
競

技
で
競
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
成
年

女
子
は
１
位
、
少
年
男
子
は
２
位
、

少
年
女
子
は
１
位
と
な
り
、
い
ず

れ
も
本
国
体

（岐
阜
県
開
催
）

ヘ

の
出
場
権
を
得
ま
し
た
．
成
年
男

ｒ
は
■
選
が
な
い
た
め
、
全
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
本
国
体
へ
出
場
し
ま
す

本
国
体
は
、
９
月
末
よ
り
岐
阜
市

で
行
わ
れ
ま
す
．
き
ら
な
る
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
．
（杉
本
憲
広
）

〈
結
　
果
〉

▼
成
年
女
ｒ
　
一■
　
愛
知
県

（柳

円
苫
ρ
ｍ督
）
、
一
．浦
真
理
ｒ

加
島
厚
子
（選
Ｆ
こ
　
‐う‐一　
静

岡
県

▼
少
年
男
子
　
品
一　
静
岡
県
　
一
ｒ

愛
知
県

（篠
原
克
典
Ｏ
ｍ督
）

長
谷
川
拓
海
　
長
谷
川
寛
太

（選
手
し

一０
　
一・
市
県

▼
少
年
女
子
　
一■
　
愛
知
県

（大

山
史
洋
（監
督
）
、
大
場
美
和

桑
原
真
凛
（選
手
し

，
一
　
・

重
県
　
一■
　
静
岡
県

※
岐
阜
県
は
開
催
県
な
の
で
オ
ー

プ
ン
と
し
て
の
出
場
で
、
上
記

の
順
位
に
含
み
ま
せ
ん
。

第
５９
回
東
海
総
体
開
く

６
月

昴
Π

（金
）
か
ら
‐７
日

（Ｈ
）

に
第
”
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
登
山
大
会
が
愛
知
県
民
の

森
を

ベ
ー
ス
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

愛
知
県
か
ら
は
男
子
で
菊
里
高
校

と
時
習
館
高
校
、
女
子
で
半
田
高

校
と
桜
丘
高
校
が
参
加
し
ま
し
た
．

参
加
チ
ー
ム
数
は
、
男
′す
が
静
岡

２
、
岐
阜
０
、
二
重
２
、
愛
知
２

女
子
は
静
岡
２
、
岐
阜
１
、
一
重

２
、
愛
知
２
の
合
計
１３
チ
‐
ム
の

参
加
で
し
た
．

今
年

の
東
海
大
会
は
　
本
来
岐

早
県
で
行
う
年
な
の
で
す
が
　
岐

申
県
内

の
高
校
登
山
部

の
激
減
に

よ
り
大
会
運
営
が
で
き
な

い
た
め

愛
知
県
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た

結
果
は
以
下
の
通
り
．
（岩
狭
満
）

▼
男
　
子
・■
静
岡
県
　
藤
枝
束
　
・！
静

岡
県
　
浜
松
日
体
　
３
二
重

県
　
神
戸
　
■
愛
知
県
　
時

習
館
　
一，
愛
知
県
　
菊
里

▼
女
　
子
・■
静
岡
県
　
静
岡
　
，
一静
岡

県
　
日
大
三
鳥
　
〓
岐
阜
県

飛
騨
神
岡
　
■
愛
知
県
　
半

出
　
・■
愛
知
県
　
桜
丘
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懸
垂
下
降
シ
ス
テ
ム
や
流
動
分
散
な
ど

～
東
屋
と
岩
場
を
使

確
保
技
術
講
習
会
が
６
月
２３
日

（土
）
２４
日
（日
）
の
２
日
間
、
南
山

の
岩
場
に
於
い
て
午
前
１０
時
か
ら

行
わ
れ
た
。

第

一
日
日
の
岩
初
級

コ
ー
ス
と

中
級
コ
ー
ス
に
２０
人
の
受
講
者
が

あ
り
、
初
級
コ
ー
ス
の
テ
ー
マ

「
ン

ン
グ
ル
ピ

ッ
チ
で
の
岩
登
り
の
ス

タ
ー
ト
」
で
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、

ア
ン
カ
ー
の
構
築
、
ア
ン
カ
ー
の

構
築
か
ら
登
攀
開
始
ま
で
。
午
後

か
ら
女
岩
に
行
き
、
ト

ッ
プ
の
確

保
と
自
己
脱
出
、
セ
カ
ン
ド
の
確

保
の
練
習
を
す
る
。

ま
た
、
中
級

コ
ー
ス
の
テ
ー
マ

「
マ
ル
チ
ピ

ッ
チ
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
登
攀
技
術
」
で
は
、

ロ
ー
プ
の
結
び
方
、
東
屋
周
辺
で

懸
垂
下
降
シ
ス
テ
ム
、
午
後
は
、

道
路
わ
き
の
岩
に
移
動
し
て
自
己

脱
出
訓
練
を
行

っ
た
。

講
習
は
午
後
５
時
で
打
ち
切
ら

れ
、
宿
泊
先
の
岡
崎
市
に
あ
る

「龍

渓
院
」
に
向
か
っ
た
。
宿
泊
者
は

翌
日
受
講
の
人
も
加
わ

っ
て
２２
人

と
な
り
、
今
日
の
反
省
や
明
日
の

講
習
内
容
に
つ
い
て
語
り
合

い
、

そ
の
後
、
賑
や
か
な
懇
談
に
な

っ

た
。二
日
日
、
午
前
８
時

か
ら
受
け

付

け
ら
れ
、
縦
走

コ
ー
ス
に
１２
人

っ
て
二
日
間
実
施

～

の
参
加
が
あ
り
、
岩
コ
ー
ス
と
指

導
員
の
４４
人
で
始
め
ら
れ
た
。

縦
走
コ
ー
ス
は
、
午
前
中
は
計

画
書
の
確
認
と
読
図
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
行
い

午
後
は
悪
場
で
フ
ィ
ッ

ク
ス
ロ
ー
プ
の
通
過
、
ア
ン
カ
ー

と
支
点
、
基
本
的
な
登
攀
シ
ス
テ

ム
、
搬
送
者
の
確
保
な
ど
駐
車
場

広
場
と
裏
山
で
行

っ
た
。

な
お
、
岩

コ
ー
ス
は
昨
日
に
つ

づ
き
東
屋
と
男
岩
で
実
施
さ
れ
た
。

初
級
は
、
前
日
の
復
習
と
し
て

ト
ッ
プ
が
墜
落
し
た
時
の
確
保
者

へ
の
衝
撃
荷
重
の
か
か
り
方
の
確

認

（
つ
な
ひ
き
）
懸
垂
下
降
シ
ス

テ
ム
、
懸
垂
下
降
中
の
仮
固
定
と東屋広場でロープワーク

登
り
返
し
を
し
、
午
後
は
男
岩
に

行
き
懸
垂
下
降
を
行

っ
た
。

中
級
は
、
懸
垂
下
降
、
カ
ウ
ン

タ
ー
ラ
ッ
ベ
リ
ン
グ
と
仮
固
定
を

女
岩
に
移
動
し
て
行
い
、
午
後
は

東
屋
で
バ
ル
ト
ダ
ン
と
ッ
チ
を
使
っ

て
登
り
返
し
と
懸
垂
下
降
、
自
己

脱
出
な
ど
実
施
し
た
。

講
習
は
、
午
後
３
時
ま
で
続
け

ら
れ
、
各
班
ご
と
に
反
省
会
が
も

た
れ
た
．

更
に
開
講
式
で
は
各
班
の
主
任

講
師
か
ら
、
縦
走
コ
ー
ス
の
方
で

岩

コ
ー
ス
に
行

っ
た
方
が
い
い
人

も
い
た
。
岩
初
級
で
は
、
岩
の
登

り
方
も
実
際
に
や
っ
た
ら
ど
う
か
。

２
日
間
や
る
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を

も
う
少
し
考
え
て
は
。
ま
た
、
中

級
で
は
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
だ
け
で
な

く
、
実
際
の
岩
場
で
実
践
的
な
こ

と
も
で
き
、
足
場
の
悪
い
と
こ
ろ

で
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
で
流
動
分
散
を

し
、
マ
ル
チ
ピ

ッ
チ
の
練
習
が
で

き
た
の
で
良
か
っ
た
。

な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
講

習
会
は
無
事
終
了
し
た
。

（中
平
等
新

一
）

な
お
、
講
師
を
担
当
し
た
指
導

部
の
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

本
田
光
彦
、
田
邊
康
治
、
高
木

宏
、
久
山
千
春
、
山
本
幸
久
、
久

山
立
、
坂
回
公
美
、
久
保
田
敏
康
、

石
川
ま
ゆ
み
、
内
田
博
昭
、
岩
瀬

幹
生
、
中
山
秀
樹
、
高
橋
優

▼
研
修
＝
山
本
哲
也
、
磯
村
雅
仁
、

磯
部
誠
、
近
藤
香
織

（順
不
同
）

講
習
会
を
振
り
返
っ
て

指
導
一貝
内
田
　
博
昭

東
海
地
方
も
梅
雨
入
り
し
た
が
、

６
月
２３
日
　
２４
日
の
２
日
間
は
大

候
に
恵
ま
れ
た
。
ま
た
受
講
者
は

過
去
最
多
で
あ
ろ
う
か
、
土
曜
日

は
、
岩
登
り
初
級
９
名
　
中
級
５

名
　
検
定
１
名
、
日
曜
日
は
そ
れ

に
加
え
縦
走
Ｈ
名
、
講
師
　
研
修

指
導
員
を
合
わ
せ
る
と
総
勢
約
４０

名
が
市
山
に
参
集
し
、
確
保
技
術

講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
経
験
豊
か
な
講
師
陣

に
よ
り
、
縦
走
コ
ー
ス
で
は
読
図
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
悪
場
の
通
過
、

そ
し
て
岩
登
り
で
は
初
級
　
中
級

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
や
流
動
分
散
、
自
己
脱
出
、
懸

垂
下
降
、
ピ

ッ
チ
を
分
け
て
ト
ッ

プ
の
交
代
や
登
り
返
し
な
ど
、
丁

寧
な
説
明
と
確
実
な
技
術
習
得
を

目
指
し
て
の
熱
心
な
指
導
が
展
開

さ
れ
た
。

そ
し
て
、
夜
は
岡
崎
の
龍
渓
院

に
お
い
て
宿
泊
者
に
よ
る
懇
親
会

が
催
さ
れ
た
。
美
味
し
い
料
理
と

お
酒
を
囲
み
な
が
ら
、
山
の
会
を

越
え
て
山
の
話
と
笑
い
の
花
が
咲

き
乱
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

昨
年
か
ら
岩
登
り
は
２
日
間
講

習
と
な
り
、
特
に
初
心
者
に
と

っ

て
は
じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
、
大
変
満
足
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

「次
は
い
つ
講
習
会
が

あ
る
の
か
？
」
と
の
嬉
し
い
問
い

合
わ
せ
も
あ

っ
た
。

こ
の
講
習
会
の
学
び
を
そ
れ
ぞ

れ
の
会
で
活
か
し
て
、
ま
た
今
シ
ー

ズ
ン
も
安
全
で
楽
し
い
登
山
を
目

指
し
て
い
た
だ
き
た
い
―

家
で
も
復
習
し
た
い

春
日
井
山
岳
会

永
井
万
紀
子

２
日
間
、
他
の
山
岳
会
の
方
達

と
楽
し
く
講
習
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

教
わ

っ
た
内
容
は
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
お
い
て
基
本
的
で
重
要
な
も

の
で
、
こ
れ
が
き
ち
ん
と
出
来
な

け
れ
ば
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
信

頼
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
岩
場
で
も
で
き
る
よ
う
、

家
で
復
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

路肩の岩を使って実習
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気
象
遭
難
対
策
講
習
会

山
②
天
気
と
天
気
回
の
見
方

７
月
１
日
（日
）
気
象
遭
難
対
策
講
習
会
が
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
大
会
議

室
に
於

い
て
行
わ
れ
た
。
講
師
は
昨
年
に
引
き
続

い
て
気
象
予
報
士

上
田
歳
彦
氏

（豊
川
山
岳
会
）
を
迎
え
７０
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

気

象

予

報

士

上

田
　
歳

彦

昨
年
に
引
き
続
き
中
級
レ
ベ
ル

の
内
容
と
し
て
、
普
段
か
ら
あ
る

程
度
天
気
予
報
解
説
や
地
上
天
気

図
に
つ
い
て
馴
染
み
が
お
あ
り
の

方
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
高
層
天
気
図

を
含
め
た
天
気
図
の
読
み
方
や
遭

難
事
例
を
ま
じ
え
、
気
象
状
況
と

山
で
の
行
動
判
断
を
結
び
つ
け
た

講
習
会
と
し
ま
し
た
。

昨
年
の
講
習
会
で
は
３
割
の
方

が
難
し
か
っ
た
と
答
え
ら
れ
て
い

た
た
め
、
分
か
り
や
す
く
す
る
工

夫
を
加
え
ま
し
た
が
、
高
校
生
を

含
め
山
を
始
め
ら
れ
て
長
く
な
い

方
に
は
難
し
い
内
容
だ

っ
た
か
と

反
省
し
て
お
り
、
来
年
度
は
よ
り

改
善
を
は
か
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
太
字
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
変
更
、

補
強
を
加
え
ま
し
た
。

１
　
気
象
の
基
礎

不
安
定
な
大
気
と
上
昇
気
流

ジ

ェ
ッ
ト
気
流
、
気
圧
の
谷
と

温
帯
低
気
圧
の
発
達

観
天
望
気
…
１０
種
雲
形
と
悪
天

を
も
た
ら
す
雲

２
　
天
気
図
の
見
方

地
上
天
気
図
の
見
方

種
々
の
高
層
天
気
図
の
見
方
と

活
用

３
　
四
季
の
気
象
と
山
の
天
気
…

山
岳
遭
難
の
事
例
含
め
て
解
説

春
山
、
秋
山
の
大
気
…
気
象
遭

難
の

一
番
の
原
因
、
温
帯
低
気

圧
の
発
達

夏
山
の
天
気
…
梅
雨
、
雷
雨
、

ム
ロ
鳳出

冬
山
の
天
気
…
山
雪
型
　
里
雪

型
、
南
岸
低
気
圧

…
山
域
ご
と
の
天
気
、
冬
型

継
続
を
読
む

４
　
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
気
象
状
況
を
読
む
…
予
想

と
実
況

５
　
ま
と
め
…
楽
し
く
安
全
に
登

る
た
め
の
準
備
と
実
践

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
３
割

の
方
が
難
し
い
と
答
え
ら
れ
、
特

に
高
層
天
気
図
に
つ
い
て
は
馴
染

み
が
薄
い
た
め
難
し
い
と
い
う
声

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
図
面
を

使

っ
た
作
業
も
加
え
て
、
上
空
の

気
圧
の
谷
と
寒
気
は
５
０
０
ｈ
Ｐ

ａ
図
、
下
層
の
温
か
く
湿

っ
た
空

気
は
８
５
０
ｈ
Ｐ
ａ
図
と
活
用
を

絞

っ
て
、
理
解
頂
け
る
工
夫
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
料

も
字
や
図
表
が
細
か
く
て
見
辛
い

と
い
う
ご
指
摘
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。
資
料
の
枚
数
と
の
関
係
が
あ

り
ま
す
が
改
善
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
天
気
が
悪
い
時
だ
け
で

な
く
、
い
い
時
は
こ
う
い
う
気
圧

配
置
と
い
っ
た
説
明
の
要
望
も
あ

り
ま
し
た
．
改
善
し
て
い
き
ま
す
，

今
年
の
Ｇ
Ｗ
は
気
象
状
況
の
悪

化
が
引
き
金
と
な

っ
た
遭
難
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
愛
知
の
仲
間
も
残

念
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

う
い
っ
た
気
象
起
因
の
遭
難
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
勉

強
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
．

説
得
力
の
あ
る
講
義

名
古
屋
山
岳
会

有

冨

保

之

講
師
の
先
生
は
気
象
予
報
士
の

上
田
歳
彦
先
生
。
ご
自
身
も
現
役

で
山
に
登

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

ど
れ
も
と
て
も
説
得
力
の
あ
る
お

話
ば
か
り
で
し
た
。

午
前
は
気
象
の
基
礎
、
天
気
図

の
見
方
．
地
上
天
気
図
に
高
層
天

気
図
が
加
わ
る
こ
と
で
い
か
に
正

確
な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
か
良
く

分
か
り
ま
し
た
。
８
５
０
ｈ
Ｐ
ａ

面
図
と
５
０
０
ｈ
Ｐ
ａ
面
図
の
組

み
合
わ
せ
で

「気
圧
の
谷
に
寒
気

の
流
れ
込
む
様
子
」
な
ど
も
、
素

人
の
私
に
も
な
る
ほ
ど
よ
く
分
か

り
ま
す
。

午
後
か
ら
は
四
季
の
気
象
の
天

気
や
気
象
遭
難
の
事
例
を
含
め
た

お
話
。
２
０
０
９
年
７
月
の
ト
ム

ラ
ウ
シ
や
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
気
象
遭
難
を
天
気
図

を
使

っ
て
詳
し
い
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
の
質
問
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

私
も
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
北
ア
ル
プ
ス
の
山
に
入
山
し

て
い
ま
し
た
が
、

「雨
が
降
る
程

度
の
低
気
圧
で
、
す
ぐ
に
西

へ
抜

け
て
い
く
だ
ろ
う
〓

く
ら
い
に

思

っ
て
い
ま
し
た
。
専
門
家
の
間

で
は

「
シ
ベ
リ
ア
沖
に
動
か
な
い

高
気
圧
が
存
在

（ブ
ロ
ッ
ク
高
気

旺
ご

↓

「
そ
の
た
め
に
低
気
圧

が
東
へ
抜
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
」

↓

「す
ぐ
西
の
気
圧
の
谷
を
上
空

の
寒
気
が
流
れ
込
ん
で
い
く
」
↓

「
一
時
的
に
強

い
西
高
束
低
の
冬

型
の
気
圧
配
置
」
と
、
今
回
の
よ

う
な

「悪
天

（急
激
な
冷
え
込
み

と
強

い
風
と

は
す
で
に
予
測
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
．
我
々
が
安

易
に
新
聞
の

「天
気
図
」
や

「週

間
天
気
予
報
」
程
度
で
長
期
の
山

に
入

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
い
か

に
危
険
な
の
か
を
知
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
気
象
遭
難
を
防
ぐ
た

め
に

「各
山
岳
会
に
気
象
担
当
を

お
き
、
長
期
山
行
前
に
天
候
の
予

測
し
た
り
情
報
の
配
信
を
し
て
あ

げ
る
と
良
い
」
、
「急
な
天
候
に
対

応
し
て
リ
ス
ク
回
避
で
き
る
体
力

作
り
を
普
段
か
ら
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
我
々
も
こ
れ

か
ら
す
ぐ
に
出
来
そ
う
で
す
。

『気
象
大
全

（山
と
渓
谷
社
と

や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で

『
Ｈ
Ｂ
Ｃ

専
門
天
気
図
』
な
ど
の
紹
介
も
あ

り
ま
し
た
。
私
も
所
属
の
会

へ
伝

え
て
、
仲
間
の
事
故
を
少
し
で
も

防
ぐ
た
め
に
活
か
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

講義をする上田歳彦氏

(3 第399号
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国
立
登
山
研
修
所
　
平
成
２４
年
度
安
全

登
山
普
及
指
導
者
中
央
研
修
会
報
告

平
成
２４
年
６
月
２９
日
か
ら
７
月

１
日
の
３
日
間
に
お
い
て
、
立
山

駅
か
ら
徒
歩
２
分
の
国
立
登
山
研

修
所
お
よ
び
周
辺
山
域
、
雑
穀
谷

岩
場
に
て
安
全
登
山
の
た
め
の
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
．
参
加
者
は

‐９
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
の
４６
名
で
あ
つ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
各
地
域
の
所
属

団
体
で
の
指
導
的
立
場
の
人
や
指

導
者
を
目
指
す
人
た
ち
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
チ
ー
ム
の
実
力
に
合

っ

た
安
全
な
登
山
を
実
践
で
き
る
知

識
と
技
術
の
習
得
を
日
指
し
て
い

る
。
研
修
で
学
ぶ
ス
キ
ル
を
大
き

く
，
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
た

一
つ
は
登
山
計
画
と
読
図

（読
図

ブ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
を
主
体
に
研
修

す
る
７
チ
ー
ム

穴
日
計
２６
名
）
で
、

も
う

一
つ
は
登
攀
の
う
ち
確
保
技

術

（登
攀
技
術
）
を
主
体
に
研
修

す
る
８
チ
ー
ム

（合
計
２０
名
）
で

あ
る
。
講
師
は
１７
名
、
所
長
他
２

名
と
補
助
貝
２
名
が
講
義
や
実
地

研
修
を
支
え
た
．
読
図
　
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
チ
ー
ム
で
は
、
１
チ
ー

ム
に
講
師
１
名
、
研
修
生
３
～
５

名
の
割
合
で
、
登
攀
技
術
の
チ
ー

ム
に
つ
い
て
は
講
師
ｉ
名
に
研
修

生
２
～
３
名
の
割
合
で
構
成
さ
れ

た
。読
図
　
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
チ
ー
ム

…
１
日
目

（６
／
２９
）
天
気
晴
れ

時
々
曇
り
．
読
図
技
術
の
基
礎
と

翌
日
か
ら
の
実
地
登
山
の
た
め
の

量
画
立
案
を
夜
ま
で
み
っ
ち
り
行
っ

た
。
２
日
日

（６
／
３０
）
天
気
晴

れ
．
研
修
所
か
ら
車
で
“
分
く
ら

い
の
ス
キ
ー
場
の
上
部
の
山
域
で

実
地
研
修
さ
れ
た
。
登
山
道
か
ら

外
れ
て
地
形
と
地
図
と
の
関
係
を

捉
え
な
が
ら
、
ビ
ー
ク
や
尾
根
や

峠
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の

予
定
コ
ー
ス
を
辿
っ
た
　
沢
に
コ
ー

ス
を
取

っ
た
チ
ー
ム
で
は
、
胸
ま

で
水
に
浸
か
っ
た
者
も
い
た
。
読

図
や
精
密
な
登
山
計
画
も
不
完
全

で
な
く
　
登
山
道
し
か
こ
れ
ま
で

歩
い
て
い
な
い
指
導
者
が
多
く
、

今
山
道
を
外
れ
る
と
、
歩
行
バ
ラ

ン
ス
が
急
に
低
下
し
、
観
察
範
囲

も
極
端
に
狭
く
な
る
人
が
目
立

っ

た
。
３
日
日

（７
／
１
）
雨
．
前

日
の
復
習
を
兼
ね
て
、
幾
つ
か
の

チ
ー
ム
は
、
再
び
研
修
所
周
辺
の

山
の
尾
根
を
主
に
研
修
し
た
。
高

校
山
岳
部
の
顧
間
の
先
生
は
生
徒

の
指
導
の
た
め
に
、
読
図
や
引
率

の
技
術
に
も
役
立

つ
練
習
も
行

っ

た
。登
攀
チ
ー
ム
…
１
日
日

（６
／

２９
）
、
確
保
に
関
わ
る
ロ
ー
プ
や

カ
ラ
ビ
ナ
な
ど
の
道
具
の
特
性
や

強
度
、
制
動
確
保
の
原
理
や
原
則

を
学
び
、
普
段
か
ら
疑
間
に
思

っ

て
い
る
こ
と
な
ど
も
質
疑
応
答
し

て
、
日
侯
品
］
に
研
修
し
た
．
夜
は

装
備
の
携
行
の
仕
方
や
ア
ン
カ
ー

の
基
本
な
ど
を
体
育
館
の
ウ
ォ
ー

ル
も
利
用
し
て
実
習
し
た
．
２
日

日

（６
／
３０
）
、
研
修
所
の
１６

ｍ

の
人
工
岩
場
と
３

ｍ
ほ
ど

の
小
さ

な
人
工
岩
場
や
車
で
１０
分
く
ら

い

の
雑
穀
谷
で
研
修
が
行
わ
れ
た
。

確
保

の
シ
ス
テ
ム
や
懸
垂
下
降

の

原
則
に
つ
い
て
、
特
に
事
故
し
や

す

い
技
術

の
弱
点
に
つ
い
て
、
繰

り
返
し
徹
底
し
た
反
街
繰
涵
目を
行
っ

た
。
こ
れ
ま
で
頭
で
分
か

っ
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
間
違

っ
た
方
法

で
確
保
し
て
い
た
人
の
技
術
も
修

正
さ
れ
た
．　
一
方
で
、
昔

に
や

っ

た
技
術

に
と
ら
わ
れ
て
、
現
在

の

道
具

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る

た
め
の
ス
キ
ル
に
戸
惑
う
人
も

い

た
．
確
保
技
術
に
お

い
て
、
お
互

い
の
コ
ー
ル
は
短
く
、
的
確

に
、

大
き
な
声
で
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、

十
分
な
人
は
少
な
か

っ
た
．
３
日

日

（ア
／

１
）
、
前
ＥＩ

の
復
習
を

兼
ね
て
、
幾

つ
か
の
チ
ー
ム
は
再

び
雑
穀
谷
で
プ

ロ
テ
ク
シ

ョ
ン
と

懸
垂
下
降

の
練
習
を
行

っ
た
．
研

修
所
周
辺
の
小
さ

い
人
工
岩
場
や

体
育
館

の
ウ
ォ
ー
ル
も
利
用
さ
れ
、

復
習
を
重
ね
た
．

い
ず
れ
も
熱
心
に
研
修
さ
れ
た
．

帰

っ
た
ら
す
ぐ
に
、
何
度
も
繰
り

返
し
て
山
で
実
施
し
て
は
し
い
．

伝
達
講
習
な
ど
と

い
う
形
式
的
な

も
の
で
は
な
く
、
生
々
し
い
山
で
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
習

っ
た
こ
と
を

実
践
す

べ
き
で
あ
る
　
登
山
で
は
、

予
測
と

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
よ

っ
て

安
全
が
確
保
さ
れ
る
．
多
く
の
質

の
高

い
体
験
を
山
で
重
ね
、
自
ら

の
命
と
仲
間
の
命
を
守
り
な
が
ら
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
楽
し
い
登

山
を
続
け
て
は
し
い
．

（文
責
　
主
任
講
師
　
北
村
憲
彦
）

遭
難
対
策
委
員
会
研
修
会
兼
総
会

６
月
”
日
（土
）
２４
日
（日
）
茨
城

県

つ
く
ば
の

「
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
つ
く
ば
」
に
於
い
て
、
遭
難

対
策
委
員
会
研
修
会
と
総
会
が
開

催
さ
れ
３６
名
が
出
席
し
ま
し
た
．

最
初
に
報
告
事
故
と
し
て
、
ゴ

重
県
　
藤
原
岳
登
山
者
遭
難
事
故

に
つ
い
て
、
各
県
か
ら
の
捜
索
協

力
に
つ
い
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

つ
づ
い
て
基
調
報
告
に
入
っ
た
．

冒
頭
、
遭
対
の
西
内
委
員
長
よ

り
２４
年
度
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

，自

己
責
任
¨
と
い
う
説
明
が
あ
り
、

つ
づ
い
て
青
山
副
委
員
長
よ
り

，自

己
責
任
を
考
え
る
ヽ
大
田
山
岳
文

化
学
会
員
よ
り

。登
山
に
お
け
る

責
任
“
等
の
基
調
報
告
が
あ

っ
た
。

遭
対
活
動
に
お
い
て
青
山
氏
は

、
倫
理
、
法
律
、
規
範
“
が
重
要

で
あ
る
こ
と
　
太
円
氏
は

，危
険

引
き
受
け
・
民
法
上
の
損
害
賠
償

に
つ
い
て
説
明

（‐１‐
故
意
又
は
過

失
で
あ
る
行
為
に
基
づ
く
こ
と
．

０
行
為
者
に
責
任
能
力
が
あ
る
こ

と

（年
令
的
に
は
Ｈ
～
１２
才
）
。

‐３‐
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
こ

と
．
‐１，
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
．じ

等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

研
究
討
議
で
は
、
３
班
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
た
が

、自
主
登
山
“

が
中
心
に
議
論
さ
れ
た
。
以
下
、

学
生
山
岳
部
、
社
会
人
山
岳
会
、

社
会
人
の
同
好
山
岳
愛
好
会
に
つ

い
て
考
え
た
場
合

連̈
れ
て
行

っ

て
も
ら
う
ヽ
他
力
登
山
か
ら
向
主

登
山
の
変
化

行
動
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
．
登
山
す
る
領
域
の
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
技
術
、
体
カ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
各
種
登
山
の
講
習
会
等
を

い
か
に
山
行
で
生
か
す
か
が
肝
要

で
あ
る
．
登
山
に
際
し
て
は
、
事

前
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
山
行
し

て
き
た
仲
間
か
ら
、
山
行
予
定
領

域
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
．
（岩
場
、
ガ
レ
場
、
落

石
場
所
等
の
危
険
箇
所
、
山
道
の

変
更
、
テ
ン
場
や
山
小
屋
の
変
更
）

ま
た
リ
ー
ダ
ー
が
作
成
す
る
登
山

計
画
書
に
関
し
て
も
、
留
守
宅

ヘ

の
連
絡
、
計
画
書
に
お
け
る
装
備

や
季
節
等
の
防
寒
対
策
、
食
料
、

山
行
時
間
、
通
信
手
段
、
エ
ス
ケ
ー

プ
ル
ー
ト
、
山
行
領
域
の
変
更
有

無
等
の
事
前
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
再
確
認
を
し
た
。

¨
自
主
登
山
は
自
己
救
助
　
自

己
救
済
　
自
己
責
任
¨
で
あ
る
。

（や
ま
び
こ
山
想
会
）

”
自
己
責
任
“
に
つ
い
て
討
議
す
る

遭
難
対
策
委
員
　
鉛
″
　

夫
Ｔ
　

庫
い
　

キ
（



平成 24年 8月 21日

遭
難
事
故
の
実
態
と
救
助
活
動
の
現
状

製
夏

中

平

等

新
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(5, 第399号

く 山岳遭難発生状況の推移 〉
平成23年中における山岳遭難は、
O 発生件数………………1, 830件 (前年対比-112件 )
O 遭難者数………………2, 204人 〈前年対比…192人 )
O 死者・行方不明者……  275人 (前年対比- 19人 )

である。
発生件数、遭難者数は、昭和36年以降、前年に次いで過去 2番目に高い数字を示した。
なお、平成23年中の発生状況を10年前の平成 14年と比較すると、
O 発生件数……………+482件
0 適難者数……………+573人
O 死者・行方不明者…+ 33人

とそれぞれ増加している。

【過去 10年間の山岳遭難発生状況】

愛 知 岳 連 ニ ュー ス

全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
が

７
月
Ｈ
日
（水
）
文
部
科
学
省
３
階

講
堂
で
、
全
国
か
ら
警
察
、
消
防
、

山
岳
等
の
関
係
者
３
５
０
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

１０
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
局

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
　
嶋
倉
剛
氏

が
挨
拶
。
２
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
、
最
初
は

「平
成
２３
年
中
の
山

岳
遭
難
事
故
概
況
」
を
警
察
庁
生

活
安
全
局
地
域
課
補
佐
　
大
林
昌

弘
氏
よ
り
発
表

（下
表
参
照
）
さ

れ
、
特
徴
と
し
て
２２
年
度
ま
で
は

右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い
た
事

故
が
、
２３
年
度
は
若
千
の
減
少
は

み
ら
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
中
高

年
者
の
事
故
が
多
く
、
携
帯
電
話

に
よ
る
通
信
手
段
が
６５
％
占
め
て

い
た
。
次
に

「
消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
山
岳
救
助
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
会
概
要
報
告
」
を
総
務

省
防
災
課
広
域
応
援
室
航
空
専
門

官
　
森
田
壽
彦
氏
が
行
い
、
航
空

消
防
体
制
の
整
備
で
事
故
時
の
共

通
性
は
ホ
バ
リ
ン
グ

（空
中
停
止
）

を
し
、
ホ
イ
ス
ト

（救
出
ワ
イ
ヤ
ー

巻
き
上
げ
機
）
に
よ
る
救
助
を
実

施
。
こ
の
救
助
方
法
は
山
岳
に
限

ら
ず
離
着
陸
す
る
場
所
が
な
い
場

合
に
多
用
さ
れ
る
方
法
で
あ
る
。

（総
重
量
５
ト
ン
迄
し
か
飛
べ
な

い
）
ま
た
、
一昌
所
な
ど
酸
素
が
薄

く
な
る
と
出
力
が
落
ち
る
。
等
の

報
告
が
あ

っ
た
。

報
告
の
最
後
は

「山
岳
遭
難
救

助
に
対
す
る
兵
庫
県
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
兵
庫
県
消
防
防
災
航

空
隊
航
空
救
助
係
長
　
東
谷
浩
二

氏
が
神
戸
消
防
防
災
航
空
隊
の
組

織
と
救
助
活
動
の
実
態
を
発
表
し
、

今
後
は
山
岳
連
盟
等
と
の
協
力
体

制
の
確
立
を
課
題
と
し
た
。

昼
食
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
午
後

１
時
３０
分
か
ら
講
演
が
始
め
ら
れ

た
。

ま
ず

「日
本
に
お
け
る
国
際
認

定
山
岳
医
制
度
に
つ
い
て
」
日
本

登
山
医
学
会
認
定
山
岳
医
委
員
長

増
山
茂
氏
は

「日
本
登
山
医
学
会

認
定
山
岳
医
」
を
養
成
し
て
お
り
、

参
加
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
協
力
を

呼
び
か
け
た
。
ま
た

「日
本
に
お

け
る
国
際
認
定
山
岳
医
制
度
に
つ

い
て
」
英
国
国
際
山
岳
医
の
大
城

和
恵
氏
が
、
山
岳
救
助

へ
の
医
療

導
入
に
つ
い
て
欧
米
の
知
見
を
紹

介
。
日
本
で
も
医
療
導
入
が
可
能

で
あ
る
か
、
遭
難
現
場
で
の
医
療

導
入
の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ
た
。

次
に

「那
須
山
岳
救
助
隊
で
の

遭
難
防
止
へ
の
取
り
組
み
」
を
那

須
山
岳
救
助
副
隊
長
　
渡
部
逸
郎

氏
が
行

っ
た
。
救
助
隊
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
る
が
高
齢

化
し
て
い
る
。
那
須
岳
遭
難
の
特

色
は
２
つ
あ
り
、
強
風
に
よ
る
気

象
遭
難
と
入
山
す
る
人
の
多
さ
で

あ
る
。
特
に
景
色
だ
け
の
つ
も
り

の
観
光
客
が
、
地
図
も
持
た
ず
に

そ
の
ま
ま
登
山
を
し
、
道
迷
い
な

ど
を
起
こ
す
．

遭
難
を
減
ら
す
取
り
組
み
と
し

て
、
登
山
道
の
整
備
、
道
標
整
備
、

登
山
届
け
の
推
進
を
行

っ
て
い
る
。

以
上
で
講
演
は
終
了
し
、
２
つ

い
て

「山
岳
遭
難
事
故
防
止
の
た

め
に
」
の
提
案
が
、
国
立
登
山
研

修
所
長
　
渡
邊
雄
二
氏
か
ら
発
表

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
、
日
本
山
岳
協
会
長

神
崎
忠
男
氏
が
閉
会
の
挨
拶
を
述

べ
て
、
‐６
時
３０
分
閉
会
し
た
。

0年間の山岳遭難発生状況】
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